電力系統における開閉装置の監視制御技術 by ツタダ, ヒロユキ & 蔦田, 広幸
Osaka University
Title電力系統における開閉装置の監視制御技術
Author(s)蔦田, 広幸
Citation
Issue Date
Text Versionnone
URL http://hdl.handle.net/11094/44468
DOI
Rights
<57]
氏
った だ ひろ ゆき
名蔦回広幸
博士の専攻分野の名称 博士(工学)
学位記番号第 1 7 3 8 5 号
学位授与年月日 平成 15 年 1 月 17 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 2 項該当
学位論文名 電力系統における開閉装置の監視制御技術
日只雅山奥授教
士雄征金口井井藤
査授査授主副(教(教回貝委査審文一論
論文内容の要旨
本論文は、電力系統におけるガス絶縁関閉装置 (GIS : Gas Insulated Switchgear) 、及びガス遮断器 (GCB : Gas 
Circuit Breakel') の運用信頼性を向上させることを目的とした監視制御技術の研究成果をまとめたものである。
監視技術では、絶縁性能の指標である部分放電診断を対象とし、オンライン識別方式について検討した。具体的に
は、 GIS や計測系の構成に左右されない波形特徴量である、第一波波高値-累積波形指標分布を用いて部分放電と外
来伝播ノイズを識別する新方式を提案し、実測データを用いて検証を行った。本方式は、設置時の設定が簡便かっ識
別原理が単純な割に検出感度が高いという特徴を有し、かつ部分放電発生地点特定の指標が得られる点で有効な手法
である。
制御技術では、系統電圧・電流の特定位相で GCB を開閉させる開閉極位相制御方式を対象とし、 (1)制御精度の向
上、 (2)変圧器投入への適用、の観点から検討した。
(1)については、系統電圧・電流の基準位相を高精度に検出する信号処理方式、及び GCB の環境条件と動作時間履
歴に基づいて次回動作時間を予測し、制御タイミングを補正する方式を提案した。制御装置に実装して検証したとこ
ろ、最適位相に対して標準偏差 0.5 msec 以下で制御できることを確認した。本方式により、様々な環境条件や長期運
用においても制御精度を維持し、過電圧・過電流を安定して抑制することが可能となった。
(2)については、変圧器の残留磁束を推定する新方式を提案し、残留磁束に応じて位相制御投入した際の効果を検討
した。実変圧器で検証したところ、系統条件に依らず 10%以下の誤差で残留磁東を推定でき、励磁突入電流は非適用
時の 15%以下に抑制可能であることを確認した。さらに、変圧器と GCB の特性を考慮、した目標閉極位相の決定方法
について提案した。本方式により、励磁突入電流を安定して抑制することで、電力系統及び機器の信頼性を向上させ
ることが可能となった。
論文審査の結果の要旨
本論文は、電力系統におけるガス絶縁開閉装置 (GIS) 及びガス遮断器 (GCB) の運用信頼性を向上させることを
目的とした監視制御技術の研究成果をまとめたものである。
監視技術では、絶縁性能ぬ指標である部分放電を対象とし、計測系の構成に左右されない波形特徴量として、第一
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波波高値一累積波形指標分布を用いて部分放電と外来伝播ノイズを識別する新方式を提案している。本方式は識別原
理が単純でかつ検出感度が高いという特徴を有しており、部分放電発生地点特定の指標が得られる点で有効な手法で
ある。
制御技術としては、系統電圧・電流の特定位相で GCB を開閉させる位相制御方式を提案し、制御精度の向上、変
圧器投入への適用の観点から下記の結論を得ている。
制御精度については、系統電圧・電流の基準位相を高精度に検出する信号処理方式、及び GCB の環境条件と動作
時間履歴に基づいて次回動作時間を予測し、制御タイミングを補正する方式を提案し、制御装置に実装し最適位相に
対して標準偏差 0.5 msec 以下で制御できることを確認している。
変圧器投入への適用については、変圧器の残留磁束を推定する新方式を提案し、残留磁束に応じて位相制御した効
果を検討し、系統条件に依らず 10%以下の誤差で残留磁束を推定でき、励磁突入電流は非適用時の 15%以下に抑制
可能であることを確認している。さらに、変圧器と GCB の特性を考慮、した目標閉極位相の決定方法について提案し、
励磁突入電流を安定して抑制することで、電力系統及び機器の信頼性を向上させている。
以上のように、本論文は電力系統における GIS 及び GCB の監視制御技術を提案し運用信頼性の向上に大きく寄与
したものであり、博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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